
（様式 １ ）

評価対象 評価項目 具体的数値項目 自己評価 外部アンケート 改善策 自己評価 外部アンケート 改善策

①　学校通信の発行を月に１回以上､Ｗｅｂ
ページの更新を週に１回以上、地域の回覧
板への情報提供を学期に１回以上実施し、
情報発信をする。

教務
小
中
高

○学校として伝えたいこと、特色ある教育活動を中心に、学校通信を作成
するとともに回覧板も活用し、情報提供する。Ｗｅｂページにおいては、学級
に限らず部主事等も情報発信することを心がける。 A A

〇学校通信ならびにWebページ、地
域の回覧板は、ともに情報提供でき
ている。今後も本校の教育活動につ
いての情報提供をしていく。

A A
〇定期的、計画的に情報提供がで
きている。今後も本校の教育活動に
ついての情報提供をしていく。

②　授業参観、学習発表会、ＰＴＡ総会、
学部・学級懇談会等に積極的に参加して
いる保護者が90％以上いる。

渉外
小
中
高

○保護者が参加しやすい期日や時間の設定を行う。行事によっては、来校
しなくても参加できるよう、書面開催による参加方法を設定する。

A A

○第１回PTA総会は書面で開催し
た。授業参観や学習発表会は感染
対策に配慮し参加しやすいように学
部ごとに日程を分けて計画してい
く。

A A

○第２回PTA総会は書面で開催し
た。奉仕作業・研修部や文化部の
行事は参加人数を制限して実施し
た。午後の開催も模索していく。

①　第２期群馬県特別支援教育推進計画
に記載されている達成目標である小学部
の児童の３０％以上、中学部の生徒の15％
以上が、居住地校交流を実施している。

生徒
指導
（交流
教育）

○居住地校交流の趣旨や活動内容がより多くの保護者へ伝わるよう、交流
の様子をあさひだよりに掲載するとともに、オンライン交流などの情報も居
住地校交流だより等を用いて伝える。

B

〇今年度発行する居住地校交流だ
よりで、これから行われる居住地校
交流についてお知らせできるよう、情
報収集をする。

B

〇新転入生の保護者に居住地校交
流について説明をする際に、居住地
校交流のねらいや形態（オンライン
交流）について、分かりやすく伝える
よう努める。

②　高等部の学校間交流について、年に４
回以上実施する。 生徒

指導
（交流
教育）

○直接交流に加え、オンライン交流や作品交流など、様々な形態の交流
を相手校と一緒に考え計画する。

B
〇直接交流が難しい場合は、オン
ライン交流に切り替えるなど、柔軟
に計画していく。

A

〇減少傾向にあった学校間交流
が、オンライン交流を計画すること
で少しずつ増えてきた。引き続き、
各学部の係を中心に、学校間交流
の計画を進めていきたい。

３　障害のある幼児児童生徒の
教育について、助言援助に努め
ていますか。

①　｢あさひ相談(学校見学･訪問相談･就
学相談)｣や｢あさひsunsunくらぶ｣等の相談
事業について、２００件以上に対応してい
る。

地域
支援

○相談者の思いやニーズを受け止めるとともに、関係機関との一層の連携
を図ることにより、対象児の情報を共有し、積極的にきめ細かく相談事業を
実施していく。 A

○相談事業については、今後も地
道に各関係機関への周知を図って
いく。

A
○引き続き、相談者の困り感に寄り
添う丁寧な聞き取りと助言の仕方に
ついて工夫を重ねていく。

４　肢体不自由教育に関する情
報を積極的に公開・提供すると
ともに　関係機関との連携を深
めていますか。

①　地域の各関係機関等からの相談対応
に対して、相談して良かったという相談機
関が９０パーセント以上いる。 地域

支援

○電話やメール、訪問、会議への参加等、各機関等のニーズに対して
様々な方法を工夫しながら連携をしていく。さらにＷｅｂページも活用して広
く周知をする。 Ｃ Ａ

○各関係機関と連携しながら、様々
なケースに対応する。

A A
○引き続き、積極的に専門アドバイ
ザーの活用についてご理解いただ
けるよう対応していく。

①　「個別の教育支援計画」「個別の指導
計画」の作成について、保護者と話し合う
機会を年間３回以上設け、その内容を保
護者の85％以上が満足している。

学習
指導

○個別面談や家庭訪問時に保護者の意見を十分に聴き、共通理解を図っ
て｢個別の教育支援計画｣｢個別の指導計画｣の内容を充実させる。

A A
○引き続き保護者と面談等を利用
して共通理解を図る。

A A
○引き続き、保護者と面談等を利
用して共通理解を図る。

②   ｢個別の教育支援計画｣｢個別の指導
計画｣に則った個に応じたきめ細かな指導
について、保護者の85％以上が満足してい
る。

学習
指導

○児童生徒の実態を把握し、指導方法や教材教具の工夫改善を図る。
○ティームティーチングを生かした指導の工夫を図る。

A A
○引き続き ｢個別の教育支援計画｣
｢個別の指導計画｣を活用した指導
支援の充実を図る。

A A
○引き続き、指導における ｢個別の
教育支援計画｣｢個別の指導計画｣
の活用を図る。

③　全職員が児童生徒一人一人の「個に
応じた指導」のツールとして、学習活動にＩ
ＣＴ（情報通信技術）を取り入れている。 学習

指導

○職員研修等を通して、ＩＣＴを活用する意義や具体的な活用方法を共有
する。
○授業実践を通して、具体的なＩＣＴ活用技術を高めるとともに、効果的な
活用についての理解を深める。

B
○ＩＣＴ係や担任と連携を図り、個々
の児童生徒に応じたＩＣＴの活用の
場が広がるよう情報を発信する。

B

○次年度以降、アセスメントを活用
した教科研究を進めるとともに、ICT
係と連携し、学習への活用について
模索する。

①　年間指導計画の見直しを年間３回以
上行う。

学習
指導

○学期末ごとに係を中心に、全体及び学部ごとに見直しの機会の周知を図
る。
○年間指導計画を活用し、単元ごとのまとまりと学習評価を意識した授業
づくりを行うように、研修と連携を図り、全体に周知する。

B
○引き続き係より学期末ごとに全体
及び学部ごとに見直しの機会の周
知を図る。

A
○引き続き、係より学期末ごとに全
体及び学部ごとに見直しの機会の
周知を図る。

②　本時のねらいに沿った評価の観点を設
定し、ねらい達成を目指した指導の工夫を
して、指導と評価の一体化を図った授業実
践をしている教員が85％以上いる。

学習
指導

○本時のねらいを明らかにし、ねらいを具体的・客観的に評価できる観点を
設定して、授業実践をする。

B
○今年度授業改善で用いられた指
導案のさらなる活用を学部会等を利
用して周知する。

A
○今年度、授業改善で用いられた
指導案のさらなる活用を学部会等を
利用して周知する。

①　児童生徒一人一人の健康上の配慮や
感染症対策について、保護者の80％以上
が満足している。 保健

給食

○連絡帳や個別面談等を通じて、個々の健康上の配慮を把握するととも
に、感染症対策について、保護者へ正確な情報を適宜伝える。

A A
○引き続き個々の健康状態を把握
するとともに、感染症対策等につい
て保護者へ伝えていく。

A A
○引き続き、健康状態を把握し、感
染症対策等について最新の情報を
保護者に伝えていく。

②　児童生徒の健康上の配慮や指導につ
いて、教職員が医師や理学療法士等の専
門職から指導を受けたり、情報交換したり
する機会を年間２回以上設けている。

自立
活動

○調査を実施し各学級における外部専門家との連携の必要性を明確にし
たうえで、各専門家と効果的に連携するよう進めていく。
○連携で得た情報は記録を残すとともに、日々の指導に役立てる。

C C
○連携を継続するとともに、コロナ禍
でできる方法で新たな情報交換を
実施していく。

C C
○引き続き連携するとともに、保護
者との情報共有にもこころがける。

①　緊急事態(火災･水害･不審者･異物混
入時･スクールバス･無断外出等)を想定し
た対応訓練を年間６回以上実施し、事後に
マニュアルの見直しや確認を行い、全教職
員に周知する。

管理
保健
給食
教務

○危機管理マニュアル、事故防止マニュアル等を随時見直す。それに基
づいて、より実践的な場面を想定して、各訓練を実施する。各訓練での課
題や意見等を踏まえて、マニュアルの見直しを図り、全教職員へ周知し、
危機意識を高める。 A

○計画していた訓練等について、予
定通りすべて実施した。事後のまと
めやアンケートで明確になった反省
点や課題について関係職員で共通
理解を図り、マニュアルの見直しを
図る。

A

○昨今の自然災害等の状況や今年
度の課題等を踏まえ、より実践的な
場面を想定し、各種訓練を実施して
いく。

②　いじめの未然防止・早期発見・早期対
応にかかわる組織的・継続的な取組につい
て、保護者の80%以上が満足している。

生徒
指導

○いじめをしない強く優しい心をもった児童生徒を育成するために１年間を
通じていじめ防止を啓発する諸活動の実践を行う。また、保護者へいじめ
防止に対する本校の方針を配付物やＷｅｂサイトを通じて発信する。

A B

○いじめに対し組織的対応ができるよう
定期的に研修や未然防止のための情報
発信を行う。また、保護者に対し、いじめ
の定義や本校のいじめ防止基本方針等
について配付物やＷｅｂページを通じて
発信する。

A B

○いじめに対し、組織的対応ができるよう
定期的に研修や未然防止のための情報
発信を行う。また、保護者に対し、いじめ
の定義や本校のいじめ防止基本方針等
について配付物やＷｅｂページを通じて
発信する。

③　児童生徒個々の食形態に合った給食
の提供と、安全な給食指導について、保護
者の80%以上が満足している。 保健

給食

○給食だよりやＷｅｂページで、学校給食の様子や食生活について保護者
に情報発信を行う。
○係会議にて給食室や栄養教諭と情報交換をし、給食の安全提供や問題
点の解決に努める。

A A
○引き続き係会議で情報交換を行
い、児童生徒の実態に合った給食
の提供、給食指導を行う。

A A

〇今後もWebページや給食だよりなどで
給食について保護者に情報発信を行うと
ともに、関係職員で連携し、安心・安全な
給食提供を行っていく。

①　児童生徒のキャリア発達を促すため
に、キャリア教育の視点を取り入れた授業
を計画的・継続的に実践している教員が
80％以上いる。

進路
支援

○職員会議や学部会等でキャリア発達シートの活用について周知し、「今
ある力を、今後どんな力につなげていくか」を教師が意識しながら、授業実
践を行う。 C

〇職員が、小学部から高等部まで
のキャリア発達段階を更に意識し
て、引き続き指導・支援に当たる。

B

○キャリア発達段階を意識した授業等が
積み上げられるよう、学習指導部や研修
部、関連する委員会等と連携しながら具
体的な方策を練る。

②　学校は、将来の夢や目標をもち、あい
さつや意思決定ができる児童生徒の育成
をしていると考える保護者が80％以上い
る。

進路
支援

○学校の教育活動全体を通して、児童生徒が自分の気持ちや意思を伝
え、自分の良さを発揮できる場面を設定する。また、キャリア・パスポート等
の活用を通して「自分の将来の生き方」　について考える機会を設ける。 B A

〇キャリア・パスポート等を効果的に
活用しながら、自己の生き方や将来
の生活について、具体的なイメージ
をもてる機会を設ける。

B A
○教科指導係と連携しながらより充
実した実施を推進する。

①　発達段階に応じた進路指導情報につ
いて、校内で必要な時に必要な情報が得
られると満足している教員が80％以上い
る。

進路
支援

○職員会議や学部会等で、本校の「進路の手引き」について、改めて周知
し、その活用を呼びかける。また、「障害者福祉制度のごあんない」等の情
報についても、機会をとらえて周知する。 C

〇職員が、進路の手引き等にある
情報に積極的に目を向け、小学部
から高等部までのつながりを意識し
て指導に当たる。

C

○冊子だけでなくPC上で閲覧できる
ようにし、管理職、主事、係より活用
を促す。面談時等に職員は持参し、
必要に応じて活用する。

②　｢進路支援部だより｣や講演会等の進
路に関する学校からの様々な情報提供や
講演内容が、児童生徒の将来を考える上
で役立っていると考える保護者が80％以上
いる。

進路
支援

○｢進路支援部だよりで、就業体験・体験学習先の紹介及び福祉制度や福
祉サービス手続きの最新情報、施設情報をタイムリーに提供する。
○卒業生保護者の話を聞く会、年金セミナー、研修会等の開催により、保
護者が児童生徒の将来を考える具体的な機会を設ける。

〇進路支援部だよりは、第２号まで
発行し、予定していた内容を概ね伝
えることができた。研修会等は、今
後開催予定のものが多く、ニーズに
そった内容を検討する。

B A

○進路支援部だよりは、予定より多く
発行できた。今後も、講演会や便り
等がニーズに合ったものであるように
し、積極的な情報発信に努める。

第２回 点検・評価羅　針　盤
関係分掌

等 方　　　　策
第１回 点検・評価

群馬県立あさひ特別支援学校　学校評価一覧表①（令和４年度版） 

Ⅰ　幼児児童生
徒の地域におけ
る豊かな生活の
実現に向けて努
めていますか。

１  保護者、地域、関係機関に
学校の教育活動について、具
体的に伝えていますか。

Ⅱ  地域の特別
支援に関するセ
ンター的な役割
を果たしていま
すか。

Ⅲ  幼児児童生
徒一人一人の
実態に応じた適
切な指導をして
いますか。

５　個に応じたきめ細かな指導
を行っていますか。

６　指導内容の確実な定着を図
る授業が行われていますか。

２　保護者、地域、関係機関と
の共通理解が深まり、有効な支
援が行われていますか。

Ⅳ  健康や安全
の確保に努めて
いますか。

７　健康に関する配慮や対応を
適切に行っていますか。

８　危機管理体制が確立され、
緊急時への備えができています
か。

Ⅴ  将来の生き
方に結びつく進
路指導を行って
いますか。

９　キャリア教育の視点から、指
導内容を整理して系統的な指
導を行っていますか。

10　保護者、関係機関との連携
のもとに発達段階に応じた進路
指導を行っていますか。


